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矢箆島の自然植生概要I  
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ネスミモ.
チ( 芽) 丁

カクレミノ』
( 芽生) 丁

オオヤブコ 4

ウジ ム タフ( 芽) 十

トベラ
( 芽生)
5まきっき植物
ムベ( 高木屑)
コイケマ( 低木屑)
アオツツラフジ( 低木附)
ヤタケの低木林
オオアレチノグ夕、 ヒメムカシヨモギ、 ケナシ
ヒメムカゾヨモギなどを主休とした雑草群議 C の
布地より D の方が常義であると考えられろ。

E  l'l司君民j也
F  砂浜、 iIi]:iJi、純物i!i，:(f:
H  矢箆島の土壌
本 11;11の大半を市めるタフ、一寸τゾノ、カナワラビ群落の

地点のニlて疑問i)(riは次のようである
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ウハメカシ林
ウハメ J} シ、ヤフツノ: キ、マルノ: ; . ;、才、ス i モ
トベラ、クサスギカヅラなとよりなる海浜群落

タフーホゾパカナワラビ群五年
本J誌の主要な舶' t ーで、林そのものは若し、ヵ、タフの

蔚芽の成長ぶりよりみて、タフーホソパカナワラビ
群落の極相林になることはた L カ} である。ヤダケが
栽情されて来たと L 、う歴史をもっているために、な
お F生えにヤタケがかなり繁茂してレるが、タブの
成長によって早晩衰退 L てL 、くと考えられる。
その一部の群落組日比は次のようであるご
s高木屑 ca. 6  m  被度9 5 %
タフ 5  ヤフニッケイ
ヤ f ソパキ 1  
5低木屑 ca. 2  m  
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「三器調)A層
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品 μ 品古副IB，層

ρ主二之，;':11 記司C舟

J也質は古斗ー屑の堆積岩( 頁岩) 系であるので、風化土
は微粒子よりなる。 s l層を|徐L、てカ hなり酸性を示←。
ーの堆積岩風化士のために、県内によくみられるシ

イ林がよくタブを主体とした森林の存在を許してし! る
と考えられるυ したがって航樹に際しては充分この点
を考慮するらニと泊、必要あるで
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